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「飛翔体観測(CALET)による高エネルギー宇宙線加速天体の研究」

高エネルギー電子の観測による近傍加速源及び暗黒物質の探索を主要な目的とするCALETは、これまでの2年間軌道上にて順調にデータ収集を継続している。2017年には、本共同研究に基づき宇宙線研究所の計算機を用いて作成したシミュレーションデータも活用し、3TeVまでの全電子スペクトルをPRLにて出版した。ガンマ線、陽子原子核等の高エネルギー宇宙線のデータ解析も順調に進展しており、さらなる論文の作成を予定している。
